
IM 701240-02
2 版

スコープコーダ   ライト

オペレーションガイド

SL1400



IM 701240-02 �

2nd Edition : September 2013 (YMI)
All Rights Reserved, Copyright © 2006 Yokogawa Electric Corporation
All Rights Reserved, Copyright © 2013 Yokogawa Meters & Instruments Corporation

はじめに
このたびは、SL1400 スコープコーダ ライトをお買い上げいただきましてありがとうございます。
このオペレーションガイドは、SL1400 を初めてお使いになる方がすぐに操作できるように、基本的な操作を中
心に説明したものです。
SL1400 のマニュアルには、このオペレーションガイドのほかに、通信機能を除くすべての機能を説明した「ユー
ザーズマニュアル」(IM701240-01) と、通信機能だけを詳しく説明した「通信インタフェースユーザーズマニュ
アル」(IM701240-17、CD-ROM) があります。このオペレーションガイドとあわせてご利用ください。

ご  注  意 
●	本書の内容は、性能・機能の向上などにより、将来予告なしに変更することがあります。また、実際の画面表

示内容が本書に記載の画面表示内容と多少異なることがあります。
●	本書の内容に関しては万全を期していますが、万一ご不審の点や誤りなどお気づきのことがありましたら、お

手数ですが、当社支社・支店・営業所までご連絡ください。
●	本書の内容の全部または一部を無断で転載、複製することは禁止されています。
●	保証書が付いています。再発行はいたしません。よくお読みいただき、ご理解のうえ大切に保存してください。
●	本製品の TCP/IP ソフトウエア、および TCP/IP ソフトウエアに関するドキュメントは、カリフォルニア大学か

らライセンスされた BSD Networking Software, Release 1 をもとに当社で開発 / 作成したものです。

商　　標 
●	Adobe、Acrobat、および PostScript は、アドビシステムズ社の登録商標または商標です。
●	本文中の各社の登録商標または商標には、®、TM マークは表示していません。
●	その他、本文中に使われている会社名・商品名は、各社の登録商標または商標です。

履　　歴	
2006 年	 11 月	 初版発行
2013 年	 9 月	 2 版発行
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フロントパネルの各部の名称と働き

ここでは、SL1400 のフロントパネルにある操作キーやノブの名称と働きについて説明します。それぞれの項目の詳細につ
いては、 で示したユーザーズマニュアルの各章または各節をご覧ください。

メニュー

表  示

モード

リセット 選  択 

記録中

スタート/
ストップ

チャート
スピード

チャネル

レンジ
ファイン

全チャネル

ポジション
ファイン

ポジションレンジ

トリガ

手動トリガ

ESC

ESCキー　8.13節
メニューを消去するときに使用します。メニューが
重なっているときは1つ前のメニューに戻ります。
メニューが表示されている状態から、ESCキーを押
してメニューを消すと、チャネルインフォメーション
が表示されます。さらにESCキーを押すと、チャネル
インフォメーションが消えて、波形表示エリアが横
方向に拡張されます。

メニューキー
次に示す各種設定メニューが表示されます。モードキーのメニューで選択した記録
モードによって、表示されるメニューが異なります。
・ 記録時間、サンプルレート、タイムベース、波形の取り込みモードなどの測定条件
 　5.2、5.20、7.2、7.3、7.5節
・ 内蔵プリンタへのデータの記録条件　9章
・ トリガモード、トリガポジション、トリガの種類など、波形の取り込みをスタートする
条件　6章

・ 取り込んだ波形の演算　10章
・ 設定値のストア/リコール　13.1節
・ 画面イメージの印刷　12章
・ 画面イメージデータの保存　13.12～13.14節
・ リモートコントロール　通信インタフェースユーザーズマニュアル
・ その他の各種設定　3.6節、4.4～4.6節、15章、16.1～16.4節、17.3～17.4節

ジョグシャトル
各設定操作で、数値の設定、カーソルの移動および
項目の選択をするときに使用します。シャトルリン
グを回すと、その角度に応じて変化量が変わります。

シャトルリング

選択キー
ジョグシャトルで選択した項目や設定した値を確
定します。

リセットキー
設定した数値を初期値に戻せます。

表示キー
次に示す画面表示に関するメニューが表示されます。
・ 表示フォーマット、波形配置　8.1節
・ 表示補間方式　8.2節
・ グラティクル(目盛り)　8.3節
・ 重ね描き　8.4節
・ X-Y波形の表示　8.6節
・ 半透過表示　8.8節
・ スケール値　8.9節
・ 波形ラベル名の表示　8.10節
・ エキストラウインドウ　8.11節
・ レベルインジケータ　8.12節

モードキー　9.1節
記録モードを選択するメニューが表示されます。メモリモード、
チャートレコーダモード、X-Yレコーダモードの3種類のモード
があります。

矢印キー
数値を入力するときに、設定する桁を移動します。
設定値の変更やカーソルの移動操作で使用します。

スタート/ストップキー　7.1節
トリガモードに応じて、波形の取り込みをスタート/
ストップします。キーの上の記録中インジケータが
点灯しているときが、波形の取り込み中です。

チャートスピードキー　9.2節
モードキーでチャートレコーダモードを選択したと
きだけ有効です。チャートスピードを設定するメ
ニューが表示されます。

全チャネルキー　5.19節
チャネルキーのメニューと同様の設定が可能な、
一覧形式のポップアップウインドウが表示されま
す。

ポジションファインキー
このキーを押すと、キーの上のインジケータが点灯
して、ポジションノブで垂直軸方向の波形の表示位
置を0.1divの細かさで設定できます。

ポジションノブ　5.4節
垂直軸方向の波形の表示位置を設定できます。このノブを回す
前に、チャネルキーのメニューで対象チャネルを選択しておきま
す。

チャネルキー
チャネルを選択するメニューが表示されます。
・ CH1～CH16を選択した場合
・ 各チャネルの表示ON/OFF　5.1節
・ 垂直ポジション　5.4節
・ カップリング　5.5節
・ プローブの種類　5.6節
・ 帯域制限　5.7節
・ 垂直軸方向への拡大/縮小　5.8，5.9節
・ リニアスケーリング　5.11節
・ 波形の反転表示　5.12節
・ 波形ラベル名の設定　8.10節
・ Logic AまたはLogic Bを選択した場合
・ 垂直ポジション　5.4節
・ 垂直軸方向への拡大/縮小　5.8節
・ ロジックプローブの選択、入力信号の選択、
ビットの表示ON/OFF、ビットのラベル名、
ビットの表示位置　5.18節

・ ロジック波形ラベル名の設定　8.10節

レンジファインキー　5.8節
このキーを押すと、キーの上のインジケータが点灯して、
レンジノブで垂直軸方向への拡大/縮小を倍率(ズーム
率)で設定できます。

レンジノブ　5.3節
電圧レンジを設定できます。このノブを回す前に、チャネルキーのメ
ニューで対象チャネルを選択しておきます。波形の取り込みをストップ中
にレンジを変更した場合は、取り込みを再スタートしたときに変更したレ
ンジが有効になります。

手動トリガキー　6.19節
このキーを押すと、強制的にトリガがかかります。

トリガインジケータ
トリガがかかると点灯します。

フロントパネルの各部の名称と働きフロントパネルの各部の名称と働き
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フロントパネルの各部の名称と働き

ファイルズームカーソルパラメータヒストリフィード プリント イメージ
セーブ

キー
プロテクト

SNAPSHOT CLEAR TRACE

イメージセーブキー　13.12節
画面イメージデータを記憶メディアに保存します。画面イメー
ジデータの保存先、出力形式、およびコメントなどは、メニュー
キーの「イメージセーブの設定」メニューで設定します。

プリントキー　12.1～12.3節
画面イメージを印刷します。プリント先、出力形式、およ
びコメントなどは、メニューキーの「プリントキーの設定」
メニューで設定します。

フィードキー　3.5節
このキーを押すと、内蔵プリンタの紙
送りが実行されます。

キープロテクトキー　16.5節
このキーを押すと、キーの上のインジケータが点灯して、キーの
操作ができなくなります。もう1度押すと、その状態が解除されま
す。

SNAPSHOTキー　8.7、13.10節
現在表示されている波形を画面に白色で残せます。この波形を保存
/読み込みできます。

CLEAR TRACEキー　8.7節
スナップショットで画面に残した波形やアキュムレート波
形など、現在表示されている波形を消します。

ヒストリキー　11.1～11.3節
ヒストリメモリ機能を使って、波形を表示した
り検索するときのメニューが表示されます。
シーケンシャルストアした波形も表示/検索で
きます。

パラメータキー　11.5、11.6節
波形パラメータの自動測定や統計処理をする
ときのメニューが表示されます。

カーソルキー　11.4節
カーソル測定をするときのメニューが表示されます。

ズームキー　8.5節
波形のズーム表示するときのメニューが表示されます。ズーム画面
が表示されているとき、キーの上のインジケータが点灯します。

ファイルキー　13.2～13.6、13.8～13.11、13.13、13.15～13.18節
ストレージメディアに各種データの保存/読み込みをするときのメニューが表示さ
れます。また、保存されている画面イメージデータのサムネイルを表示する操作
ができます。

液晶画面

ジョグシャトル
解説→前ページ参照

メニュー

表  示

モード

リセット 選 択

記録中

スタート /
ストップ

チャート
スピード

チャネル

レンジ
ファイン

全チャネル

ポジション
ファイン

ポジションレンジ

トリガ

手動トリガ

ファイルズームカーソルパラメータヒストリフィード プリント イメージ
セーブ

キー
プロテクト

ソフトキー
設定時に画面に表示されるソフ
トキーメニューで項目を選択す
るときに使用します。

操作キー/ノブ
解説→前ページ参照

ESCキー
解説→前ページ参照

操作キー
解説→上図参照

機能接地端子
プローブを位相補正するとき，接地線を接続します。

プローブ補償調整用信号出力端子　3.8節
1kHz/1Vの方形波信号を出力します。
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ここでは、SL1400 の画面に表示されるメニューや記号について説明します。それぞれの項目の詳細については、 または
で示したユーザーズマニュアルの各章または各節をご覧ください。

通常の表示画面

波形取り込み状態

波形取り込み
回数　7.2節

コメント　12.1～12.3、13.12節

トリガモード　6.1節

設定チャネルと
その測定レンジ　5.3節

Stopped：  停止  Pre...： Preデータ取得中
Running：  取り込み中  Post...： Postデータ取得中
Waiting for trigger： トリガ待ち
HD out：  ハードディスク連続書き込み中

アクイジションモード　7.2節
サンプルレート　5.2節

トリガレベル　6.5節
グランドレベル

スケール値の
チャネル番号

垂直軸のスケール値　8.9節

垂直ポジション　5.4節

トリガポジション
からの時間　6.2節

トリガタイプ　6.5～6.17節 レベルインジケータ　8.12節

表示波形のチャネル番号

レコード長　5.2節
記録時間　5.2節

表示波形に対応するスパン　5.3節

表示波形の取り込み日時

現在の日時　3.6節

T/div　2.2節
(1divあたりの時間)

ソフトキーメニュー

トリガポジション　6.2節

表示画面の各部の名称

表示画面の各部の名称表示画面の各部の名称
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表示画面の各部の名称

ズーム波形を表示しているときの画面
ユーザーズマニュアル「8.5　波形をズームする / オートスクロールする」

通常波形のT/div
(通常波形の1divあたりの時間)

通常波形上のズーム波形Z2の表示位置通常波形上のズーム波形Z1の表示位置
Z1のズーム範囲とズーム位置を示す

ズームボックスZ1

Z2のT/div
(Z2の1divあたりの時間)

Z1のT/div
(Z1の1divあたりの時間)

通常波形表示エリア

ズーム波形表示エリア

Z2のズーム範囲とズーム位置を示す
ズームボックスZ2

Z1の表示エリア Z2の表示エリア

Z2のレコード長
Z1のレコード長

	 通常波形上のズーム波形の表示位置
	 画面上部のレコード長表示部には、取り込んだ波形のうち、どのあたりの波形をズームしているかを表示します。

レコード長

Z1
Z2

ズーム波形Z2の表示位置

＜ズーム波形表示時＞＜通常波形だけ表示時＞
ズーム波形Z1の表示位置
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基本のキー操作 & ジョグシャトル操作

ここでは、SL1400 の設定操作をするときに基本となる、キー操作とジョグシャトル操作について説明します。

基本のキー操作
	 設定メニュー表示時の操作
	 測定条件 [ACQ] メニューの場合
	 ( 測定条件メニューを表示する手順：1. メニューキーを押す。2. 測定条件 [ACQ] のソフトキーを押す。)

	 ジョグシャトルで数値を設定するタイプ（　、　のアイコン付きメニュー）
ソフトキーを押して、ジョグシャトルの対象（　：対象、　：非対象）にします。
ジョグシャトルを回して、数値を設定します。矢印キーで、桁の移動ができます。

ジョグシャトルで項目を選択するタイプ（　、　のアイコン付きメニュー）　   
ソフトキーを押して、ジョグシャトルの対象（　：対象、　：非対象）にします。
ジョグシャトルを回して、設定を変更します。

表示されている選択肢の中から項目を選択するタイプ
ソフトキーを押すごとに、選択項目が切り替わります。
選択されている項目の表示が強調されます。

選択メニューを表示して項目を選択するタイプ
ソフトキーを押して、選択メニューを表示します。
表示された選択肢に対応するソフトキーを押します。

設定メニュー

ソフトキー

	 設定ダイアログボックス表示時の操作
	 ディレイ設定 [Delay Setup] ダイアログボックスの場合
	 ( ディレイ設定ダイアログボックスを表示する手順：1. パラメータキーを押す。2. ディレイ測定 [Delay Setup] のソフト

キーを押す。)

	

ジョグシャトルを回して、設定したい項目を選択します。

選択キーを押して、選択メニューを表示します。
ジョグシャトルを回して、設定したい項目にカーソルを移動します。
選択キーを押して、確定します。

選択キーを押すごとに、選択項目が切り替わります。

選択キーを押して、数値入力ボックスを表示します。
ジョグシャトルを回して、数値を設定します。
選択キーを押して、確定します。

数値入力ボックス選択メニュー

設定ダイアログボックス

エッジ回数[Edge Count]を
選択した場合

ディレイモード[Mode]を
選択した場合

 Note
設定メニューや設定ダイアログボックスを画面から消したいときは、ESC キーを押します。

基本のキー操作&ジョグシャトル操作基本のキー操作&ジョグシャトル操作
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基本のキー操作 & ジョグシャトル操作

基本のジョグシャトル操作
	 項目の選択	 	数値の設定

	

ジョグシャトル

選択項目を下方向に移動します。

選択項目を上方向に移動します。

設定値を初期値に戻します。

矢印キー
設定桁を左右に移動します。

ジョグシャトル

シャトルリング
回す角度に応じて変化量が変わります。

設定値を大きく(速く)します。

設定値を小さく(遅く)します。

リセット 選  択 リセット 選  択 

ジョグシャトルで選択した項目のメニュー
を開いたり、確定するときに押します。

USB マウスからの操作 ユーザーズマニュアル「4.3　USB キーボード /USB マウスで操作する」●便利な機能●

左サイドパネルのUSB PERIPHERALコネクタにUSBマウスを接続すると、SL1400のフロントパネルのキーの操作と同様
の操作がUSB マウスでできます。

USBマウス（ホイール付）

USB PERIPHERALコネクタ(周辺機器接続用)

メニュー

表  示

モード

リセット 選 択

記録中

スタート /
ストップ

チャート
スピード

チャネル

レンジ
ファイン

全チャネル

ポジション
ファイン

ポジションレンジ

トリガ

手動トリガ

ファイルズームカーソルパラメータヒストリフィード プリント イメージ
セーブ

キー
プロテクト

SL1400

トップメニュー
画面上で、右クリックすると、トップメニューが表示され
ます。

設定メニュー
フロントパネルのキーで操作したときと同じ設定メニュー
が表示されます。

サブメニュー
トップメニューの下に次の階層がある項目では、サブメ
ニューが表示されます。

ポインタ
選択したい項目にポインタを移動して、左クリックする
と、選択した項目に対応した設定メニューが表示され
ます。

設定メニューが表示されているとき、メニュー以外の部
分を左クリックすると、設定メニューが消えます。次の
階層の設定メニューが表示されているときは、ひとつ
前の設定メニューに戻ります。
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トリガ
ユーザーズマニュアル「6 章　トリガ」

大きく分けて「シンプルトリガ」と「エンハンストトリガ」の 2 種類のトリガがあります。

シンプルトリガ
入力信号トリガ
トリガソースがあらかじめ
設定したトリガレベルの通
過時（立ち上がり/立ち下が
り/その両方）に、トリガをか
けます。

外部トリガ
EXT TRIG端子に入力される
信号があらかじめ設定した
トリガレベルの通過時（立ち
上がり/立ち下がり）に、トリ
ガをかけます。

ライントリガ
電源信号の立ち上がりでトリ
ガをかけます。

時刻（タイマ）トリガ
指定した時刻/時間間隔でト
リガをかけます。

エンハンストトリガ
A→B（N）トリガ
条件A成立後、条件BがN回成立したと
きにトリガをかけます。

A Delay Bトリガ
条件A成立後、設定した時間経過後の
最初の条件Bでトリガをかけます。

Edge on Aトリガ
Aトリガ成立中にエッジのOR条件でト
リガをかけます。

ORトリガ
複数のトリガソースのトリガ条件のうち、
どれか1つが成立したときにトリガをかけ
ます。

B > Timeトリガ
パルス幅が設定時間より大きいときに
トリガをかけます。

B < Timeトリガ
パルス幅が設定時間より小さいときに
トリガをかけます。

B TimeOutトリガ
設定したタイムアウト時間に達した時点
でトリガをかけます。

周期（Period）トリガ
信号の周期が設定した条件と一致した
ときにトリガをかけます。

ウインドウトリガ
設定した2つのレベルの中にトリガソー
スが入るか、出るかでトリガをかけます。 

ウェーブウインドウトリガ
電源波形監視用のトリガです。電源異常(瞬停/サグ/サージ/周波数変動/電圧降下など)を検出します。周波数が40～1000Hzの
交流波形が対象です。基準波形*から外れたときにトリガをかけます。

* 基準波形(リアルタイムテンプレート)
 対象の1周期分の波形の1～4周期前の波形を平均した1周期分の波形に
許容値を設定して作成した波形

リニアスケーリング
ユーザーズマニュアル「5.11　リニアスケーリング機能 (AX ＋ B、P1-P2) を使う」

リニアスケーリングとは、測定値 ( 主に電圧 ) を物理値に変換する機能です。次の 2 種類の方法があります。

AX ＋ B
スケーリング係数 A とオフセット値 B を使って、次式に従って演算します。
	 Y ＝ AX ＋ B	 （X：測定値、Y：物理値）

P1-P2
任意の 2 点の測定値 (P1:X、P2:X) に対応して、変換後のそれぞれの
物理値 (P1:Y、P2:Y) を設定すると、スケール変換式（y ＝ ax ＋ b）が決まります。
この変換式を使って演算します。

SL1400の主な機能の紹介SL1400の主な機能の紹介

測定レンジ

P1

P2

P1:X P2:X

P1:Y

P2:Y

y＝ax＋b

測定値

物理値
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ヒストリメモリ ( ヒストリ記憶 )
ユーザーズマニュアル「11.1　ヒストリ波形を表示する」

波形を測定しているときは、トリガがかかることによってアクイジションメモリに取り込まれた波形データが、SL1400 の
画面に波形として表示されます。連続してトリガがかかり波形を取り込んでいると、異常波形を見てから取り込みをストッ
プしても、画面上には新しい波形が表示されてしまいます。通常は、過去に戻って異常波形を表示できません。ヒストリメ
モリの機能を使うと、取り込みをストップしているときに、アクイジションメモリに取り込まれている過去の波形データ ( ヒ
ストリ波形 ) を表示できます。ヒストリ波形の中から、指定したヒストリ波形を表示できます。
また、ヒストリ波形の中から、ゾーン検索やパラメータ検索の機能を使って、指定した条件を満たした波形を検索できます。

ヒストリ波形
(最大2000画面)

Selected Record No. 0 Selected Record No. －25

指定したゾーン
指定したゾーンを通過
した波形を検出します。

Selected Record No. －28Selected Record No. 0

指定した波形パラメー
タが指定範囲を超えた
波形を検出します。

ヒストリ波形
(最大2000画面)

ゾーン検索の例 パラメータ検索の例

P-P

時間 ( 水平 ) 軸方向のズーム
ユーザーズマニュアル「8.5　波形をズームする / オートスクロールする」

時間 ( 水平 ) 軸方向に表示波形を拡大 ( ズーム ) できます。同時に 2 箇所をズームできます。この機能は、波形の取り込み
時間を長くしておいて、波形の一部を詳細に観測したいときに便利です。

50Mワード

任意の2箇所のズーム波形
(Z1、Z2)を表示できます。

ズームボックスZ1 ズームボックスZ2

ズーム波形ウインドウ（Z1） ズーム波形ウインドウ（Z2）

通常波形ウインドウ
50Mワードの全長表示

X-Y 波形表示
ユーザーズマニュアル「8.6　XY 波形を表示する」

Ｘ軸 ( 水平軸 ) に指定した波形の信号レベルをとり、Ｙ軸 ( 垂直軸 ) にその他の波形 ( 表示が ON になっている波形 ) の信号
レベルをとって、信号間のレベルの相関をみることができます。X-Y 波形と通常の T-Y 波形 ( 時間軸と信号レベルによる波形 )
の同時観測も可能です。最大 16 個の X-Y 波形を重ねて表示できます。複数の X-Y 波形の表示が可能なので、位相の相対比
較が容易です。この機能を使って、リサージュ波形による DC モータの評価などができます。

波形演算
ユーザーズマニュアル「10 章　波形演算」

加減乗除算 ( ＋、－、×、/)、2 値化演算、FFT( パワースペクトラム )、および位相シフト ( 波形の位相をずらして表示また
は演算 ) が可能です。最大で 8 つの演算を設定できます。
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レコーダモードでの記録
ユーザーズマニュアル「9 章　レコーダモードでの記録」

SL1400 では、内蔵の A4 サイズプリンタに波形やディジタル数値をリアルタイムに記録できるレコーダモードが搭載され
ています。モードキーを押して、表示される記録モードを選択するメニューで、チャートレコーダモードまたは X-Y レコー
ダモードを選択してから設定操作をします。

チャートレコーダモード
波形の取り込みをスタートすると、内蔵プリンタに波形 / ディジタル数値をリアルタイムに記録できます。内蔵プリンタへ
の記録と同時に、データが内蔵メモリに保存されるので、記録終了後に再表示できます。このデータは、通常のデータと同
様に、ファイルへの保存、カーソル測定、波形パラメータの自動測定、通常の統計処理などが可能です。

・	 T-Y 波形記録
	 指定したチャートスピードで T-Y 波形を記録します。ショット記録を設定すると、指定の長さまで記録し自動的に記録

を停止します。印刷条件を変更して再プリントしたり、そのイメージの PDF ファイルを作成することもできます。
・	 ディジタル数値記録
	 指定した時間間隔でディジタル数値を記録します。一度に記録できるチャネル数は、最大 16 チャネルです。

X-Y レコーダモード (X-Y 波形記録 )
波形の取り込みをスタート / ストップすると、波形を取り込んでいた間の X-Y 波形を記録できます。自動プリントを設定す
ると、波形の取り込みのストップと同時に X-Y 波形の記録を開始します。再プリントもできます。そのイメージの PDF ファ
イルを作成することもできます。

チャートレコーダモード X-Yレコーダモード
(X-Y波形記録)T-Y波形記録 ディジタル数値記録

チャートスピード
または出力(記録)間隔

目盛り

アクイジションモード

トリガモード

内蔵メモリに保存可能
なデータ数

同時に使用できない
機能

記録モード

チャートスピード
10mm/h～20mm/s

出力(記録)間隔
1s～60min

水平軸(時間軸)：10mm/div
垂直軸： 10mm/div か [記録ゾーンを

10分割した1つ分]/div
－

－

－

X軸/Y軸： 10mm/div か [記録
ゾーンを10分割した
1つ分]/div

エンベロープ
(メニューキー > Next 1/2 > その他 > Next 1/2 > チャートレコーダサンプル

のメニューで、エンベロープ /ノーマルの変更可能 )

ノーマル
(変更不可)

Auto、Log、Single*、Repeat* (*: T-Y波形記録時だけ)

最大1000div分(チャートスピードによって異なる) 1Mワード分(固定)

ヒストリメモリ、波形演算

カーソル測定
ユーザーズマニュアル「11.4　カーソル測定する」

波形にカーソルを当てて、カーソルと波形の交点の各種測定値を表示できます。水平カーソル、垂直カーソル、マーカーカー
ソル、および角度カーソルの 4 種類があります。

マーカーカーソルの場合垂直カーソルの場合

垂直カーソル1 垂直カーソル2

カーソル測定値 カーソル測定値

マーカーM2
マーカーM3

マーカーM4

マーカーM1
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波形パラメータの自動測定
ユーザーズマニュアル「11.5　波形パラメータを自動測定する」

波形のレベルの最大値や周波数などを自動的に測定する機能です。波形パラメータは 29 項目 ( チャネル間ディレイを含む )
あります。そのうち任意の最大 24 項目を画面に表示できます。全波形あわせて最大 48000 個のデータを保存できます。

ディレイ測定項目（1項目）
基準波形またはトリガ点から対象波形
の立ち上がり/立ち下がりまでの時間差
（チャネル間ディレイ）に関する測定項目

時間軸に関する測定項目（12項目）垂直軸に関する測定項目（12項目） その他の測定項目（4項目）

統計処理
ユーザーズマニュアル「11.6　波形パラメータの自動測定値を統計処理する」

波形パラメータの自動測定と同じ 3 つの測定項目に対して、それぞれ次の 5 項目の統計処理ができます。
	 最大値 (Max)、最小値 (Min)、平均値 (Avg)、標準偏差 (Sdv)、統計処理の対象にした測定値の数 (Cnt)

統計処理対象の測定項目と測定値

測定範囲

統計処理結果
 Max： 最大値
 Min： 最小値
 Avg： 平均値
 Sdv： 標準偏差
 Cnt： 統計処理の対象にした測定値の数

統計処理の方法には、次の 3 種類があります。

サイクル統計処理(1周期ごとの測定/統計処理)
画面の左側から右側へ順番に(古い波形から)1周期ごとに波形を区切り、選択した測定項目をその
1周期ごとに測定し、統計処理をします。

通常の統計処理
波形を取り込みながら、それまで取り込んだすべての波形に対して、選択した測定項目を測定し、
統計処理をします。

ヒストリデータの統計処理
ヒストリ波形に対して選択した測定項目を測定し、統計処理をします。古い波形から測定/統計処理
をします。

サイクル統計処理とヒストリデータの統計処理の対象にした、個々の測定値を一覧表示することもできます。

アクイジションメモリのバックアップ
ユーザーズマニュアル「7.7　アクイジションメモリをバックアップする」

不意な停電から、アクイジションメモリ内のデータを保護する機能です。
右サイドパネルにある ACQ MEMORY BACKUP スイッチを ON にしておくと、電源が遮断されてもアクイジションメモリの
データが保護されます。バックアップされるのは、電源 OFF の直前にアクイジションメモリに保持されたデータです。なお、
バックアップには、アルカリ乾電池またはニッケル水素型充電電池 ( いずれも単 3 型：4 本 ) が必要です。
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スナップショット
ユーザーズマニュアル「8.7　スナップショット / クリアトレースをする」

スナップショット機能を使うと、更新モード表示で更新時に消えてしまう波形やロールモード表示で波形表示エリア外にで
てしまう波形を、スナップショット波形として画面に一時的に保持できます。スナップショット波形は白色で表示され更新
された波形と比較できます。さらにスナップショット波形を画面イメージとして保存したり印刷することもできます。
スナップショット波形を消す場合は、CLEAR TRACE キーを押します。

スナップショット波形
白色で表示されます。

更新された波形

内蔵ハードディスク (/C8 オプション ) へのリアルタイム記録
ユーザーズマニュアル「7.5　内蔵ハードディスクにリアルタイム記録する ( オプション )」

内蔵ハードディスク (/C8 オプション ) に、測定データをリアルタイムで長時間記録できます。リアルタイム記録用の領域は、
内蔵ハードディスクの全容量の 30 ～ 70％の範囲で設定できます。保存したデータを PC にダウンロードして、測定データ
の管理や解析ができます。

入力信号

コピー

アクイジション
メモリリアルタイム記録以外

(通常の測定)

リアルタイム記録

波形データの読み込み

波形データの保存/読み込み

PC
リアルタイム
記録領域

(全容量の30～70%)

データの
保存領域

コピー

SCSIインタフェース
GP-IBインタフェース
イーサネットインタフェース
USBインタフェース

内蔵ハードディスク

イーサネット通信
ユーザーズマニュアル「15 章　イーサネット通信 ( オプション )」

イーサネット (/C10 オプション ) を使って、データを伝送したり SL1400 をコントロールできます。

ネットワークドライブへのデータの保存/読み込み
内蔵ストレージメディア/外部のSCSIデバイス/USBストレージと同じように、ネットワーク上にあるFTPサーバ*に、波形/
設定データを保存/読み込んだり、画面イメージデータを保存できます。
* FTPサーバ機能が動作しているPCやワークステーション

ネットワークプリンタでの印刷
ネットワーク上にあるプリンタに、内蔵プリンタやUSBプリンタと同じように、画面イメージを印刷できます。

メール送信
定期的にSL1400の情報をメールで送信できます。また、アクションオントリガのアクションとして、トリガ時刻などの情報
をメールで送信することもできます。

PCやワークステーションからSL1400にアクセス
ネットワーク上にあるFTPクライアント*からSL1400にアクセスして、SL1400の内蔵ストレージメディア/外部のSCSIデバ
イス/USBストレージのファイルを取り出すことができます。
* FTPクライアント機能が動作しているPCやワークステーション

Webサーバ
SL1400をWebサーバにできます。SL1400のWebページを表示して、Webページ上でファイル転送、表示波形のモニタ、
基本的なSL1400の設定操作および波形データの取得の操作ができます。
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準備をする準備をする
高速 10MS/s 12 ビット絶縁モジュール (MODEL：701250、略称：HS10M12) を CH1/CH2 のスロットに装着して使います。
他のモジュールについては、ユーザーズマニュアルをご覧ください。

モジュールを装着する
ユーザーズマニュアル「3.3　入力モジュールを装着する」

本機器を安全にご使用いただくため、モジュールを装着する前に、ユーザーズマニュアルの「3.3　入
力モジュールを装着する」の警告を必ずお読みください。

右サイドパネルにある「入力モジュール装着スロット」にモジュールを正しく装着します。

	
モジュール

右サイドパネル

モジュールを装着しないスロットには、
カバープレートを付けておきます。

電源を接続する
ユーザーズマニュアル「3.4　電源を接続して電源スイッチを ON/OFF する」

本機器を安全にご使用いただくため、電源を接続する前に、ユーザーズマニュアルの「3.4　電源
を接続して電源スイッチをON/OFFする」の警告を必ずお読みください。

3極コンセント

電源コード(付属品)

3極-2極変換アダプタ
（付属品、日本国内でだけ使用可）

保護接地端子

電源コネクタ

左サイドパネル

定格電源電圧　　　　：100～120VAC/200～240VAC
電源電圧変動許容範囲：90～132VAC/180～264VAC

定格電源周波数　　　：50/60Hz
電源周波数許容範囲　：48～63Hz

準備をする
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準備をする

電源スイッチを ON にする
ユーザーズマニュアル「3.4　電源を接続して電源スイッチを ON/OFF する」

左サイドパネルにある電源スイッチを「｜」側に倒して、ON にします。

電源スイッチ

プローブを接続する
ユーザーズマニュアル「3.7　プローブを接続する」

ユーザーズマニュアル「3.8　プローブを位相補正する」

本機器を安全にご使用いただくため、プローブを接続する前に、ユーザーズマニュアルの「3.7　
プローブを接続する」の警告と「3.8　プローブを位相補正する」の注意を必ずお読みください。

プローブを SL1400 の測定入力端子 (CH1) に接続します。
プローブの先端を SL1400 のフロントパネルにあるプローブ補償調整用信号出力端子に接続します。
プローブのアース線を機能接地端子に接続します。

機能接地端子

測定入力端子

プローブ補償調整用信号出力端子

 Note
実際に波形を観測するときは、ユーザーズマニュアルに従ってプローブの位相補正(3.8節)とキャリブレーション(4.6節)を必ず実行してくだ
さい。これらを実行しないと波形を正しく観測できません。
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波形を観測する波形を観測する
波形を観測する

SL1400 には、メモリモード、チャートレコーダモード、および X-Y レコーダモードの 3 種類の記録モードがあります。こ
こでは、SL1400 から出力しているプローブ補償信号の観測を例に、メモリモードでの操作について説明します。
チャートレコーダモードでの操作については 26 ページから、X-Y レコーダモードでの操作については 31 ページから、それ
ぞれご覧ください。

記録モードをメモリモードにする

2 モードキーを押します。

3 メモリのソフトキーを押します。

モード

記録中

スタート/
ストップ 1 スタート/ストップキーを押して、波形の取り込みを停止します。

 キーの上にある「記録中」のインジケータが消灯しているとき、
波形の取り込みを停止しています。

記録モードがメモリモードになります。
画面で波形を観測し、ヒストリメモリや波形演算の機能を使って、
画面上で波形の解析ができます。

画面に波形を表示する
ここでは、正弦波や方形波などの一般的な繰り返し波形を表示してみるときに便利な設定の初期化 ( イニシャライズ ) とオー
トセットアップについて説明します。

設定を初期化する ( イニシャライズ )
ユーザーズマニュアル 「4.4　設定を初期化 ( イニシャライズ ) する」

フロントパネルのキー操作による設定を初期設定 ( 工場出荷時の設定 ) に戻します。
SL1400 がお手元に届いてから初めてお使いになる場合は、この操作は必要ありませんが、操作を覚えるためにやってみて
ください。この初期化操作は入力信号に合わせて設定をやり直すときに便利です。

メニュー 1 メニューキーを押します。

2 Next 1/2のソフトキーを押します。

3 初期化/校正のソフトキーを押し
ます。
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4 初期化のソフトキーを押します。
 初期化が実行されます。

初期化直前の状態に戻す場合は、ここを
押します。

 Note
・ 初期化すると、モジュールを装着しているチャネルがすべて表示ONになり、ストップ状態になります。
・ 初期化のソフトキーで初期化できない項目は、次のとおりです。
  日付/時刻、記録モード、言語、通信関連、およびSCSI IDなどの設定
・ 日付/時刻の設定を除くすべての設定を初期化するには、次の操作をしてください。元に戻すことはできません。ストアされている設定情
報も初期化(消去、ユーザーズマニュアルの13.1節参照)されます。

  [リセットキーを押しながら、電源スイッチをON]

オートセットアップをする
ユーザーズマニュアル 「4.5　オートセットアップをする」

入力信号に合わせて、垂直軸 ( 電圧レンジ )、水平軸 ( 記録時間 )、トリガ設定などを自動的に設定します。
とりあえず波形を表示したいときや入力信号がどんな信号なのか不明で設定条件がわからないときに便利です。

メニュー 1 メニューキーを押します。

2 Next 1/2のソフトキーを押します。

3 初期化/校正のソフトキーを押し
ます。

4 オートセットアップのソフトキーを押し
ます。自動設定が実行されます。

オートセットアップ直前の状態に戻す
場合は、ここを押します。

CH1に入力されている信号の波形
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 Note
・ オートセットアップを実行すると、信号が入力されているチャネルだけが表示ONになります。
・ オートセットアップが可能なモジュール
 71250(HS10M12)、 701251(HS1M16)、  701255(NONISO_10M12)、 701267(HV(with RMS))、
 701261(UNIVERSAL)、 701262(UNIVERSAL(AAF))、 701275(ACCL/VOLT)
・ オートセットアップが可能な波形
 周波数：メモリモードでは約30Hz～100kHz、チャートレコーダモードでは約400mHz～1Hz、X-Yレコーダモードでは約1kHz～1MHz
 種類：繰り返し波形(ただし複雑でないもの)

波形の表示条件を変える
ここでは、画面の表示フォーマット、垂直軸である電圧レンジや垂直ポジション、水平軸である記録時間などの設定を変え
るときの操作について説明します。

画面の表示フォーマットを「1 ゾーン」にする
ユーザーズマニュアル「8.1　表示フォーマットを変える」

初期設定では、画面が「4 ゾーン」に分かれています。ここでは、CH1 だけを観測するので「1 ゾーン」にします。

1 表示キーを押します。表  示

2 選択メニューを表示し、「1 ゾーン」を選択し
ます。

画面が分割されていない表示(1つの画面)に
なります。
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電圧レンジを「5.00V」から「2.00V」に変える
ユーザーズマニュアル 「5.3　電圧レンジを設定する」

1 レンジノブを時計回りに回して、電圧レンジを「2.00V」にします。
電圧レンジを小さくした(垂直軸の感度を上げた)ため、
波形の一部が見えなくなります。

レンジ

CH1の電圧レンジの設定値

 Note
CH1以外のチャネルの電圧レンジ(測定レンジ)を変更
したいときは、　　　　　キーを押して表示される「CH 
選択」メニューで、変更したいチャネルを選択してから、
レンジノブを回してください。

チャネル

この画面では、グランドレベルに対して、1.000Vから
－1.000Vの範囲を表示しています。

グランドレベルマーク

上限値 1.000V

下限値 －1.000V

波形の全振幅が見えるように垂直ポジションを下げる
ユーザーズマニュアル 「5.4　波形の垂直ポジションを設定する」

1 チャネルキーを押します。

2 CH1のソフトキーを押します。

3 バリアブルが「OFF」になっている
ことを確認します。

チャネル

波形の全振幅が見えるようになります。

4 ポジションのソフトキーを押します。
5 ジョグシャトルまたはポジションノブを反時計
回りに回して、ポジションを「－2.000div」に設
定します。

この画面では、グランドレベルに対して、1.400V
から－0.600Vの範囲を表示しています。

垂直ポジションマークとグランドレベルマーク
がいっしょに移動します。

上限値 1.400V

下限値 －0.600V

1

波形を観測する
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記録時間を「2 ミリ秒」から「5 ミリ秒」に変える
ユーザーズマニュアル「5.2　記録時間 / サンプルレートを設定する」

記録時間とは、1 画面に表示する時間の長さをいいます。

メニュー 1 メニューキーを押します。

2 測定条件のソフトキーを押します。

3 記録時間のソフトキーを押します。
4 ジョグシャトルを時計回りに回して、記録時間を
「5ミリ秒」に設定します。

 5周期分の波形が表示されます。

波形を観測する
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トリガ設定を変える
取り込まれた信号の波形のうち、どの時点の波形を表示するのかを決めるのがトリガ設定です。
主なトリガ設定には次のものがあります。

トリガの種類
大きく分けて、シンプルトリガとエンハンストトリガがあります。詳細については、このオペレーションガイドの 9 ページをご覧くだ
さい。

トリガソース
設定されたトリガ条件の対象となる信号をトリガソースといいます。

トリガスロープ
低いレベルから高いレベルになる ( 立ち上がり )、または高いレベルから低いレベルになる ( 立ち下がり ) というような信号の動きをス
ロープといいます。このスロープをトリガ成立条件の 1 つの項目とするときに、トリガスロープといいます。トリガソースのスロープ
がトリガレベルを通過した時点をエッジといいます。

トリガレベル
あるレベルをトリガソースが通過したときトリガがかかるという場合、このレベルをトリガレベルといいます。入力信号トリガ ( この
オペレーションガイドの 9 ページ参照 ) のようなシンプルなトリガでは、あらかじめ設定したトリガレベルをトリガソースのレベルが
通過するとトリガがかかります。

トリガモード
どのような条件 ( タイミングや回数 ) で表示波形を更新するのかがトリガモードです。オートセットアップを実行すると、オート (Auto)
モードに設定されます。トリガモードには 6 種類あります。詳細については、ユーザーズマニュアルの 「6.1　トリガモードを設定する」
をご覧ください。

トリガポジション
波形の取り込みをスタートすると、設定したトリガ条件でトリガがかかり、アクイジションメモリに取り込まれた波形が表示されます。
トリガポジションを画面上で移動することで、トリガがかかったとき ( トリガ点 ) よりも前のデータ ( プリデータ ) とあとのデータ ( ポ
ストデータ ) の表示の割合を変えることができます。初期設定は 50.0%( 画面中央 ) です。

設定を初期化したりオートセットアップを実行すると、トリガの種類はシンプルトリガ ( トリガソース：CH1 の入力信号ト
リガ ( エッジトリガ )) に設定されます。入力信号トリガは、1 つの入力信号の立ち上がり、立ち下がり、またはその両方のエッ
ジでトリガをかけます。
ここでは、トリガの種類を入力信号トリガのままにして、トリガスロープ、トリガモード、トリガポジションを変えるとき
の設定操作について説明します。

トリガスロープを「立ち上がり」から「立ち下がり」に変える
ユーザーズマニュアル「6.5　エッジトリガをかける (SIMPLE)」

メニュー 1 メニューキーを押します。

2 トリガのソフトキーを押します。
3 トリガ条件設定のソフトキーを押し
ます。
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4 選択メニューを表示し、「　 (立ち下がり)」を
選択します。

トリガレベルマーク 波形の立ち下がりでトリガ
がかかります。

トリガポジションを「2div 左」に移動する
ユーザーズマニュアル「6.2　トリガポジションを設定する」

メニュー 1 メニューキーを押します。

2 トリガのソフトキーを押します。

3 ポジションのソフトキーを押します。
4 ジョグシャトルを反時計回りに回して、トリガ
ポジションを「30.0%」に設定します。

 波形が2divだけ左に移動し、トリガがかかっ
たあとの波形部分(ポストトリガ部)が多く見え
るようになります。

トリガポジションマーク
ポストトリガ部プリトリガ部

トリガ点
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トリガモードを「オート」から「シングル」に変える
ユーザーズマニュアル「6.1　トリガモードを設定する」

このシングルモードは単発信号の観測に適しています。

メニュー 1 メニューキーを押します。

2 トリガのソフトキーを押します。

波形の取り込みがストップすると、「Running」
から「Stopped」に変わります。

3 選択メニューを表示し、「シングル」を選択し
ます。

 シングルモードでは、トリガがかかると1回だ
け波形の表示を更新し、波形の取り込みをス
トップします。

波形を観測する
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波形を測定する
ここでは垂直カーソルを使って表示波形の電圧や周期を測定するときの操作について説明します。このカーソル測定のほか
にパルス波形などを測定するのに便利な波形パラメータの自動測定機能や演算機能などもあります。

垂直カーソルで電圧を測定する
ユーザーズマニュアル「11.4　カーソル測定する」

カーソルがある位置の電圧 ( 垂直軸値 -Y 軸値 ) と、時間 ( 水平軸値 -X 軸値 ) が波形表示枠内の下部に表示されます。

1 カーソルキーを押します。カーソル

3 ジョグシャトルの対象を「垂直カーソル1」にし
ます。

4 ジョグシャトルを回して、「垂直カーソル1」を移
動します。

5 「垂直カーソル2」も同様に移動します。
 ジョグシャトルの対象を「垂直カーソル1/垂直
カーソル2」の両方にすると、2つのカーソルを
同時に移動できます。

カーソル測定の対象波形として選択した
CHのラベルが、(       )内に表示されます。

X1 ：カーソル1のX軸値 Y1 ：カーソル1のY軸値
X2 ：カーソル2のX軸値 Y2 ：カーソル2のY軸値
ΔX ：カーソル1とカーソル2のX軸値の差 ΔY ：カーソル1とカーソル2のY軸値の差
1/ΔX ：カーソル1とカーソル2のX軸値の差の逆数

2 選択メニューを表示し、「垂直(V)」を選択し
ます。

垂直カーソル2
垂直カーソル1

 Note
カーソルの種類
 X-Y波形を表示していないとき
 水平カーソル カーソル位置のY軸値を測定します。
 垂直カーソル カーソル位置のX軸値とY軸値を測定します。
 マーカーカーソル 波形のX軸値とY軸値を測定します。波形上をマーカーカーソルが移動します。M1(マーカー1)～M4(マーカー4)

は、別々の波形に設定できます。
 角度カーソル 時間を角度に換算して測定します。ゼロ点(基準1カーソルの位置)と終点(基準2カーソルの位置)を決め、基準1と

基準2の時間差に対する角度(基準角度)を設定します。垂直カーソル1の位置と垂直カーソル2の位置の時間差を
基準角度に対する相対的な角度に換算して測定します。

 X-Y波形を表示しているとき
 水平カーソル カーソル位置のY軸値を測定します。
 垂直カーソル カーソル位置のX軸値を測定します。
 マーカーカーソル 波形のX軸値とY軸値を測定します。波形上をマーカーカーソルが移動します。

カーソル測定の対象波形
このオペレーションガイドでは、「CH1」をカーソル測定の対象波形にしています。カーソル測定の対象波形を変える操作については、ユー
ザーズマニュアル「11.4　カーソル測定する」をご覧ください。
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時間 ( 水平 ) 軸方向に波形をズームする
ここでは、時間 ( 水平 ) 軸方向に表示波形の一部を拡大表示するときの操作について説明します。このオペレーションガイ
ドでは説明していませんが、電圧 ( 垂直 ) 軸方向へのズームもできます。

ズーム率を設定する
ユーザーズマニュアル「8.5　波形をズームする / オートスクロールする」

通常波形と 2 箇所のズーム波形を同時に表示できます。ズーム波形表示時には、通常波形表示ウインドウ内にズーム範囲と
ズーム位置を示すズームボックスが表示されます。

1 ズームキーを押します。

3 ジョグシャトルの対象を「Z1ズーム率」にします。
4 ジョグシャトルを回して、Z1のズーム率*を設定
します。
* ズーム波形ウインドウに表示する時間の長さ
を、ズーム率として設定します。

5 「Z2ズーム率」も同様に設定します。
 ジョグシャトルの対象を「Z1ズーム率/Z2ズー
ム率」の両方にすると、Z1とZ2のズーム率を
同時に設定できます。

2 選択メニューを表示し、「Main & Z1 & Z2」を
選択します。

ズーム

ズームボックスZ1
ズームボックスZ2通常波形表示ウインドウ

ズーム波形ウインドウ(Z1) ズーム波形ウインドウ(Z2)

ズーム位置を移動する
ユーザーズマニュアル「8.5　波形をズームする / オートスクロールする」

ズームボックスを目安にして、ズーム位置を移動します。

1 ズームキーを押します。

3 ジョグシャトルの対象を「Z1ズーム位置」にし
ます。

4 ジョグシャトルを回して、ズームボックスZ1を
移動します。

5 「Z2ズーム位置」も同様に設定します。
 ジョグシャトルの対象を「Z1ズーム位置/Z2
ズーム位置」の両方にすると、Z1とZ2のズー
ムボックスを同時に移動できます。

2 選択メニューを表示し、「Main & Z1 & Z2」を
選択します。

ズーム

ズームボックスZ1 ズームボックスZ2
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T-Y(時間-振幅)波形を記録するT-Y(時間-振幅)波形を記録する
T-Y( 時間 - 振幅 ) 波形を記録する

SL1400 には、メモリモード、チャートレコーダモード、および X-Y レコーダモードの 3 種類の記録モードがあります。こ
こでは、チャートレコーダモードで表示 / 記録するときの操作について説明します。
メモリモードでの操作については 16 ページから、X-Y レコーダモードでの操作については 31 ページから、それぞれご覧く
ださい。

以降の操作に入る前に、次の作業を実施してください。
1.	 ユーザーズマニュアルの「3.5　内蔵プリンタ用ロール紙を取り付ける」に従って、ロール紙を取

り付けてください。
2.	 T-Y 波形を表示 / 記録するために、ここでは、振幅が約 5V で周波数が約 1Hz の正弦波の繰り返し

波形を用意し CH1 の測定入力端子に入力してください。入力端子へのプローブの接続方法につい
ては、このオペレーションガイドの 15 ページの「プローブを接続する」を参考にしてください。

記録モードをチャートレコーダモードにする
ユーザーズマニュアル「9.1　レコーダモードを選択する」

2 モードキーを押します。

3 チャートレコーダのソフトキーを押します。

モード

記録中

スタート/
ストップ 1 スタート/ストップキーを押して、波形の取り込みを停止します。

 キーの上にある「記録中」のインジケータが消灯しているとき、
波形の取り込みを停止しています。

記録モードがチャートレコーダモードになります。
画面での波形の表示と同時に、内蔵プリンタに記録(ON/OFF可)できます。

記録条件を設定する
設定を初期化する ( イニシャライズ )

ユーザーズマニュアル 「4.4　設定を初期化 ( イニシャライズ ) する」
フロントパネルのキー操作による設定を初期設定 ( 工場出荷時の設定 ) に戻します。
SL1400 がお手元に届いてから初めてお使いになる場合は、この操作は必要ありませんが、操作を覚えるためにやってみて
ください。この初期化操作は入力信号に合わせて設定をやり直すときに便利です。

メニュー 1 メニューキーを押します。

2 Next 1/2のソフトキーを押します。

3 初期化/校正のソフトキーを押し
ます。
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T-Y( 時間 - 振幅 ) 波形を記録する

4 初期化のソフトキーを押します。
 初期化が実行されます。

初期化直前の状態に戻す場合は、ここを
押します。

 Note
・ 初期化すると、モジュールを装着しているチャネルがすべて表示ONになり、ストップ状態になります。
・ 初期化のソフトキーで初期化できない項目は、次のとおりです。
  日付/時刻、記録モード、言語、通信関連、およびSCSI IDなどの設定
・ 日付/時刻の設定を除くすべての設定を初期化するには、次の操作をしてください。元に戻すことはできません。ストアされている設定情
報も初期化(消去、ユーザーズマニュアルの13.1節参照)されます。

  [リセットキーを押しながら、電源スイッチをON]

CH1 だけを表示 / 記録の対象にする
ユーザーズマニュアル 「5.19　全チャネルメニューで設定する」

全チャネルメニュー * を使って CH1 だけを表示 / 記録の対象にします。
*	 すべてのチャネルの設定をしたり設定内容を確認するときに便利なメニューです。

1 全チャネルキーを押します。全チャネル

2 ジョグシャトルを回して、カーソルを「横：All、縦：
表示」の位置にある「ON」に移動します。

 カーソルがあるところは、強調表示されます。

3    キーを押して、「OFF」にします。

 すべてのチャネル表示が「OFF」になります。

選  択 

4 ジョグシャトルを回して、カーソルを「横：CH1、縦
：表示」の位置にある「OFF」に移動します。

5    キーを押して、「ON」にします。

 CH1の表示だけが「ON」になります。

選  択 
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T-Y( 時間 - 振幅 ) 波形を記録する

画面の表示フォーマットを「1 ゾーン」にする
ユーザーズマニュアル「8.1　表示フォーマットを変える」

初期設定では画面が「4 ゾーン」に分かれています。ここでは CH1 だけを観測するので、波形の振幅をできるだけ大きく記
録できるように、「1 ゾーン」にします。

1 表示キーを押します。

2 選択メニューを表示し、「1 ゾーン」を選択し
ます。

画面が分割されていない表示(1つの画面)に
なります。

表  示

電圧レンジを「5.00V」に変更する
ユーザーズマニュアル 「5.3　電圧レンジを設定する」

ここでは、振幅が約 5V の正弦波全体をできるだけ大きく表示 / 記録できるように、電圧レンジを変更します。

1 レンジノブを時計回りに回して、電圧レンジを「5.00V」にします。
レンジ

CH1の電圧レンジの設定値

 Note
CH1以外のチャネルの電圧レンジ(測定レンジ)を変更
したいときは、　　　　　キーを押して表示される「CH 
選択」メニューで、変更したいチャネルを選択してから、
レンジノブを回してください。

チャネル

グランドレベルマーク

上段： 変更する前の電圧レンジ(電圧レンジを変更する前の表示可能な電圧範囲*)
下段： 変更した電圧レンジ(波形の取り込みをスタートしたときの表示可能な電圧範囲)

* ここまで、波形の取り込みをスタートしていない状態で操作
してきました。取り込みをスタートしていないので、電圧レ
ンジの設定を変えても波形を取り込むときの電圧レンジは
更新されません。

 「Span」という項目で、変更前の電圧レンジを上段に表示
し、「Range」という項目で、変更した電圧レンジを下段に表
示します。
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T-Y( 時間 - 振幅 ) 波形を記録する

チャートスピードを「20mm/sec」に変える
ユーザーズマニュアル 「9.2　T-Y 波形記録の記録条件を設定する」

ここでは、周波数が約 1Hz の正弦波の波形が見えるように、内蔵プリンタで記録するときの紙送りの速さ ( チャートスピー
ド ) を設定します。

1 チャートスピードキーを押します。チャート
スピード

2 ジョグシャトルを時計回りに回して、
 「20mm/sec」を選択します。

T-Y 波形記録をスタート / ストップする
ユーザーズマニュアル「9.4　T-Y 波形を記録する (T-Y 波形記録をスタート / ストップする )」

記録中

スタート/
ストップ

画面上では、1divあたりの時間を500msとして、波形が
画面の右から左に流れるように表示(ロールモード表
示)されます。
内蔵プリンタでは、1秒間に20mmの速さで内蔵プリン
タの紙が送り出され、波形を記録します。

波形表示エリアの右端の上部に「　」マークが表示されています。このマークは、波形表示エリアの右端の位置を差
し、波形の取り込みを停止した位置を示しています。この例では、2006年9月15日の16時37分34秒に波形の取り込
みを停止しています。

記録スタート

 スタート/ストップキーを押します。
 「記録中」のインジケータが点灯します。
 SL1400に波形信号が取り込まれ、画面での表示と内蔵プリンタでの記録を開始します。

記録中

スタート/
ストップ

記録ストップ

 記録中に、スタート/ストップキーを押します。
 「記録中」のインジケータが消灯します。
 波形信号の取り込みが停止し、画面での表示の変化と内蔵プリンタでの記録が停止します。

スケール値(上限値) 2.500V

スケール値(下限値) －2.500V

電圧レンジ(測定レンジ) 5.00V T/div(1divあたりの時間) 500ms/div
チャートスピード 20mm/sec

グランドレベルマーク

波形が流れる方向
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T-Y( 時間 - 振幅 ) 波形を記録する

内蔵プリンタでの記録例
初期設定では、波形を取り込んで画面に表示するのと同時に、内蔵プリンタで波形を記録します。以下に記録例を示します。

波形記録(波形の取り込み)スタート日時 Fri Sep 15 16:37:30 2006
チャートスピード 20mm/sec

T/div(1divあたりの時間) 500ms/div

スケール値 CH1  : 2.500V

アノテーション(チャネル情報) CH1   : DC    10:1    BW Full

スケール値 CH1: 2.500V

ゲージ

スケール値 CH1: －2.500V

電圧レンジ(測定レンジ) CH1  5.000V

グランド位置を示す矢印

紙送りの方向
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X-Y( 振幅 - 振幅 ) 波形を記録する

X-Y(振幅-振幅)波形を記録するX-Y(振幅-振幅)波形を記録する
SL1400 には、メモリモード、チャートレコーダモード、および X-Y レコーダモードの 3 種類の記録モードがあります。こ
こでは、X-Y レコーダモードで表示 / 記録するときの操作について説明します。
メモリモードでの操作については 16 ページから、チャートレコーダモードでの操作については 26 ページから、それぞれ
ご覧ください。

以降の操作に入る前に、次の作業を実施してください。
1.	 ユーザーズマニュアルの「3.5　内蔵プリンタ用ロール紙を取り付ける」に従って、ロール紙を取

り付けてください。
2.	 X-Y 波形を表示 / 記録するために、2 つの波形信号 ( ここでは、振幅が約 5V で周波数が 1Hz と

4Hz の正弦波の繰り返し波形 ) を用意し CH1 と CH2 の測定入力端子にそれぞれ入力してください。
入力端子へのプローブの接続方法については、このオペレーションガイドの 15 ページの「プロー
ブを接続する」を参考にしてください。

記録モードを X-Y レコーダモードにする
ユーザーズマニュアル「9.1　レコーダモードを選択する」

2 モードキーを押します。

3 X-Yレコーダのソフトキーを押します。

モード

記録中

スタート/
ストップ 1 スタート/ストップキーを押して、波形の取り込みを停止します。

 キーの上にある「記録中」のインジケータが消灯しているとき、
波形の取り込みを停止しています。

記録モードがX-Yレコーダモードになります。
画面での波形の表示と、内蔵プリンタでの記録ができます。

画面での波形の表示は、波形の取り込みをスタートすると同時に開始されます。これ
に対して、内蔵プリンタでの記録は、T-Y波形の記録と異なり、取り込みをストップした
ときに開始(ON/OFF可)されます。
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記録条件を設定する
設定を初期化する ( イニシャライズ )

ユーザーズマニュアル 「4.4　設定を初期化 ( イニシャライズ ) する」

フロントパネルのキー操作による設定を初期設定 ( 工場出荷時の設定 ) に戻します。
SL1400 がお手元に届いてから初めてお使いになる場合は、この操作は必要ありませんが、操作を覚えるためにやってみて
ください。この初期化操作は入力信号に合わせて設定をやり直すときに便利です。

4 初期化のソフトキーを押します。
 初期化が実行されます。

初期化直前の状態に戻す場合は、ここを
押します。

1 メニューキーを押します。

2 Next 1/2のソフトキーを押します。

3 初期化/校正のソフトキーを押し
ます。

メニュー

 Note
・ 初期化すると、モジュールを装着しているチャネルがすべて表示ONになり、ストップ状態になります。X-Yレコーダモードでは、CH1のレ
ンジを表示したX-Y画面が表示されます。

・ 初期化のソフトキーで初期化できない項目は、次のとおりです。
  日付/時刻、記録モード、言語、通信関連、およびSCSI IDなどの設定
・ 日付/時刻の設定を除くすべての設定を初期化するには、次の操作をしてください。元に戻すことはできません。ストアされている設定情
報も初期化(消去、ユーザーズマニュアルの13.1節参照)されます。

  [リセットキーを押しながら、電源スイッチをON]

X-Y( 振幅 - 振幅 ) 波形を記録する
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CH1 と CH2 の電圧レンジを「5.00V」に変更する
ユーザーズマニュアル 「5.19　全チャネルメニューで設定する」

全チャネルメニュー * を使って CH1 と CH2 の電圧レンジを設定します。ここでは、振幅が約 5V の正弦波全体をできるだ
け大きく表示 / 記録できるように、電圧レンジを変更します。

*	 すべてのチャネルの設定をしたり設定内容を確認するときに便利なメニューです。

1 全チャネルキーを押します。全チャネル

6 CH2も同様に設定します。

2 ジョグシャトルを回して、カーソルを「横：CH1、縦
：レンジ」の位置にある「500V」に移動します。

 (ジョグシャトルの下にある矢印キー　　　   を使っ
て、カーソルを左右に移動できます。)

 カーソルがあるところは、強調表示されます。

3    キーを押します。

 電圧レンジ選択メニューが表示されます。

選  択 

4 ジョグシャトルを回して、カーソルを「5V」に移動
します。

5    キーを押して、確定します。選  択 

電圧レンジの設定値
上段： 変更する前の電圧レンジ(電圧レンジを変更する前の表示可能な電圧範囲*)
下段： 変更した電圧レンジ(波形の取り込みをスタートしたときの表示可能な電圧範囲)

* ここまで、波形の取り込みをスタートしていない状態で操作してきました。取り込みをスタートしていないの
で、電圧レンジの設定を変えても波形を取り込むときの電圧レンジは更新されません。

 「Span」という項目で、変更前の電圧レンジを上段に表示し、「Range」という項目で、変更した電圧レンジを
下段に表示します。

 Note
各チャネルの電圧レンジ(測定レンジ)は、　　　　　キーを押して表示される「CH 選択」メニューで、変更したいチャネルを選択してから、
レンジノブを回して変更することもできます。

チャネル

X-Y( 振幅 - 振幅 ) 波形を記録する
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サンプルレートを「5kS/s」に変える
ユーザーズマニュアル 「9.6　X-Y 波形を記録する (X-Y 波形記録をスタート / ストップする )」

ここでは、1 秒あたりのサンプリングデータの点数が多くなるように設定します。

1 メニューキーを押します。

2 記録条件のソフトキーを押します。

3 ジョグシャトルを時計回りに回して、
 「5kS/s」を選択します。

 サンプルレートを「5kS/s」にすると、最新の
200秒間(1Mワード分)のサンプリングデータ
が自動的に内蔵メモリに保存されます。その
データを利用して内蔵プリンタに波形を再プ
リントしたり、そのデータをPDFファイルとし
て内蔵ハードディスクや外部メディアに保存
できます(ユーザーズマニュアルの9.7節、9.8
節参照)。

メニュー

自動プリントを「ON」にする
ユーザーズマニュアル 「9.6　X-Y 波形を記録する (X-Y 波形記録をスタート / ストップする )」

自動プリントを「ON」にします。

1 メニューキーを押します。

2 記録条件のソフトキーを押します。

3 自動プリントを「ON」にします。
 自動プリントを「ON」にしておくと、波形
の取り込みをストップしたとき、自動的に
内蔵プリンタへのX-Y波形の記録が開始
されます。

メニュー

X-Y( 振幅 - 振幅 ) 波形を記録する
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CH1 を X 軸の、CH2 を Y 軸の対象波形に設定する
ユーザーズマニュアル 「9.6　X-Y 波形を記録する (X-Y 波形記録をスタート / ストップする )」

表示 / 記録する X-Y 波形を設定します。ここでは、CH1 を X 軸、CH2 を Y 軸の対象波形にそれぞれ設定します。

4 ジョグシャトルを回して、カーソルを「横：XY1」「縦：
表示」の位置にある「OFF   ON」に移動します。

 

 カーソルがあるところは、強調表示されます。

5    キーを押して、「ON」にします。

 初期設定の状態では「ON」になっています。

1 メニューキーを押します。

2 記録条件のソフトキーを押します。

3 プリント設定のソフトキーを押し
ます。

メニュー

選  択 

6 ジョグシャトルを回して、カーソルを「横：XY1」「縦：
X軸対象波形」の位置にある「CH1」に移動します。

7    キーを押します。

 対象波形選択メニューが表示されます。

8 ジョグシャトルを回して、カーソルを「CH1」に移動
します。

9    キーを押して、確定します。

 初期設定の状態では「CH1」になっています。

選  択 

選  択 

10 Y軸対象波形も同様に設定します。
 初期設定の状態では「CH2」になっています。

11 設定したあと、ESCキーを押して、対象波形選
択メニューを閉じます。

X-Y( 振幅 - 振幅 ) 波形を記録する
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X-Y( 振幅 - 振幅 ) 波形を記録する

X-Y 波形記録をスタート / ストップする
ユーザーズマニュアル 「9.6　X-Y 波形を記録する (X-Y 波形記録をスタート / ストップする )」

記録中

スタート/
ストップ

記録スタート

 スタート/ストップキーを押します。
 「記録中」のインジケータが点灯します。
 SL1400に波形信号が取り込まれ、画面での表示を開始します。

記録中

スタート/
ストップ

記録ストップ

 記録中に、スタート/ストップキーを押します。
 「記録中」のインジケータが消灯します。
 波形信号の取り込みと画面での表示の変化が停止し、内蔵プリンタでの記録を開始します。

Y軸のスケール値(上限値) 2.500V

Y軸のスケール値(下限値) －2.500V

X軸のスケール値(左端値) －2.500V X軸のスケール値(右端値) 2.500V

CH2の電圧レンジ(測定レンジ) 5.00V

サンプルレート 5kS/s

上図のX-Y波形(リサージュ波形)は、CH1とCH2の信号を
それぞれX軸とY軸に割り当てて表示したものです。

CH1とCH2の信号のT-Y(時間-振幅)波形表示

CH1とCH2の信号
・ 振幅
 どちらも約5Vの正弦波(繰り返し信号)
・ 周波数
 CH1：1Hz
 CH2：4Hz
・ CH1とCH2の信号間の位相差
 位相差なし

(このオペレーションガイドの33ページでCH2のレンジを最後に設定したため、
ここには、CH2のレンジが表示されています。)
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X-Y( 振幅 - 振幅 ) 波形を記録する

内蔵プリンタでの記録例
X-Y波形の記録では、このオペレーションガイドの34ページの操作で自動プリントを「ON」にしておくと、波形の取り込みを停止
したときに内蔵プリンタでの記録を開始します(初期設定の状態では記録されません)。以下に記録例を示します。

サンプルレート 5kS/s

Y軸のスケール値 CH2: 2.500V

Y軸のスケール値 CH2: －2.500V

X軸のスケール値 CH1: －2.500V X軸のスケール値 CH1: 2.500V

紙送りの方向

波形記録(波形の取り込み)ストップ日時 2006/09/20  16:19:47
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ここでは、表示波形を内蔵プリンタで印刷する操作やストレージメディアに保存する操作について説明します。USB プリンタ
やネットワークプリンタ (/C10 オプション ) での印刷も可能です。また、各種ストレージメディア * にデータを保存できます。

*	 PC カードドライブ ( ご購入時に選択 ) や内蔵ハードディスク (/C8 オプション )、外部の USB ストレージ、SCSI デバイス、ネットワー
クドライブ (/C10 オプション ) など。対応するカードの種類や外部に接続する機器については、ユーザーズマニュアルの 13.2 節、13.4 節、
および 13.5 節をご覧ください。

画面イメージを内蔵プリンタで印刷する
ユーザーズマニュアル「12.1　内蔵プリンタで印刷する」

画面に表示されているそのままのイメージで波形を印刷します。印刷中は画面左上にプリンタのアイコンが点滅します。
印刷する前に、ユーザーズマニュアルの「3.5　内蔵プリンタ用ロール紙を取り付ける」に従って、ロール紙を取り付けて
ください。

1 プリントキーを押します。
 印刷が実行されます。

印刷例

 Note
プリント先、出力形式、およびコメントの設定や、紙送りの実行をしたいときは、　　　　   キーを押して表示されるメニューにある
「プリントキーの設定」を選択してから、設定操作をしてください。

プリント先

出力形式

紙送り

コメント(画面イメージの下部に印刷)

メニュー

コメント

プリント

波形を印刷 / 保存する

波形を印刷/保存する波形を印刷/保存する
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画面イメージデータをストレージメディアに保存する
ユーザーズマニュアル「13.12　画面イメージデータを保存する」

画面に表示されているそのままのイメージのデータをストレージメディアに保存します。保存中は画面左上にメディアドラ
イブのアイコンが点滅します。

メニュー 1 メニューキーを押します。 8 イメージセーブキーを押します。

2 イメージセーブの設定のソフトキーを押します。

3 選択メニューを表示し、出力形式を選択します。
4 選択メニューを表示し、カラーを選択します。
 (操作3で、Post Script以外を選択した場合)

5 ファイル一覧を表示します。

6 ジョグシャトルを回して、保存先のメディアを
選択します。

7    キーを押して、確定します。選  択 ストレージメディアのドライブ名
[PC_Card ] : PCカード
[HD-0  ] : 内蔵ハードディスク(工場出荷時の状態で表示

される内蔵ハードディスクのドライブ名)
[HD-1 ] : 内蔵ハードディスク(フォーマット時にパーティ

ションを3にした場合に追加されるドライブ名)
[SCSI5 ]  : ID番号5のSCSIデバイス*
[SCSI5-1 ] : ID番号5のSCSIデバイスのパーティション1*
[NetWork ] : ネットワークドライブ
[USB ] : USBストレージ

* ID番号5のSCSIデバイスを接続している場合

このオペレーションガイドでは、ファイル名の
設定操作はしません。初期状態では、0000から
始まる4桁の通し番号に拡張子が付いたファイ
ル名で、データが保存されます。

イメージ
セーブ

1～7の設定操作をしなくても、8の操作だけで画面イメージデータを保存できます。
初期設定の状態では、次の条件で保存されます。
・ 出力形式 : PNG(拡張子)
・ カラー : OFF
・ コメント : (空欄)
・ 保存先のメディア : [HD-0](内蔵ハードディスク)
・ ファイル名 : 0000から始まる4桁の通し番号に拡張子が付いたファイル名

波形を印刷 / 保存する
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波形データをストレージメディアに保存する
ユーザーズマニュアル「13.8　波形データを保存する / 読み込む」

画面に表示されている波形データをストレージメディアに保存します。保存を実行すると、保存対象の波形の垂直軸 / 水平
軸 / トリガの設定情報も保存されます。保存中は画面左上にメディアドライブのアイコンが点滅します。

1 ファイルキーを押します。

3 保存のソフトキーを押します。

2 選択メニューを表示し、「波形データ」
を選択します。

4 ファイル一覧のソフトキーを押し
ます。

ファイル

5 ジョグシャトルを回して、保存先のメディアを
選択します。

6    キーを押して、確定します。

7 保存実行のソフトキーを押します。
 保存が実行されます。

選  択 ストレージメディアのドライブ名
(前ページ参照)

このオペレーションガイドでは，
設定操作はしません。必要に応じ
て、ユーザーズマニュアルの13.8
節をご覧いただき、設定操作をし
てください。

画面イメージデータのサムネイル表示
ユーザーズマニュアル「13.13　保存した画面イメージデータをサムネイル表示する」

●便利な機能●

保存した画面イメージデータのサムネイルを画面上に表示*できます。保存したデータの内容の確認に便利です。
*  画面イメージデータを縮小・簡略化して表示

ファイルメニューやイメージセーブの設定メニューで、
ファイル一覧からファイルを選択して、　　   キーを押
します。

イメージセーブの設定メニューで、サムネイルのソフト
キーを押します。

サムネイル

サムネイル一覧表示

選  択 

波形を印刷 / 保存する
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